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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面状の入力面と、該入力面に接触した物体の移動を検出する検出部と、を有する入力
部を備えた入力装置において、
　前記入力部は、入力装置本体に該入力装置本体に対して前記入力面に沿った方向に移動
可能に設けられ、
　前記入力部に、前記入力部の底面から突出し、その突出方向先端部を前記入力装置本体
に対して固定した歪み伝達部材を設けるとともに、
　前記入力装置本体に、前記入力部を前記入力装置本体に対して移動させた際に発生する
前記歪み伝達部材の歪みを検出する歪みセンサと、前記歪みセンサが検出した歪みから前
記物体の押圧方向と押圧力を検出し、前記入力装置本体に対する前記入力部の移動量を検
出する入力部移動検出部とを設けたことを特徴とする入力装置。
【請求項２】
　前記歪み伝達部材を前記入力装置本体に支持された弾性体に固定したことを特徴とする
請求項１に記載の入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、例えば、ノートパソコンにおける入力装置として、所謂タッチパッドがある。こ
のタッチパッドは、平面状の入力面を有している。そして、入力面の下側には、この入力
面に入力された操作を検出する検出部を有している。タッチパッドは、入力面に指を接触
させ、入力面上において指を滑らせることにより、ノートパソコンの画面に表示されてい
るポインタを移動させるものである。
【０００３】
　タッチパッドの検出部は、静電容量センサを備えており、入力面において指を滑らせた
際に変化する静電容量を検出するようになっている。そして、この検出された静電容量の
変化に基づき、入力面に触れられた指の動きを検出し、ポインタの動きに反映させるよう
になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２２６１００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上述のような入力装置は、ポインタを大きく移動させる場合、タッチパッドの
入力面上を何度も指を滑らせる必要があり、操作性に問題があった。また、ポインタを大
きく移動させるためにタッチパッドの入力面を広くすることも考えられるが、そうすると
指の移動量も大きくなり、操作者の負担が増大する。また、このような場合、装置が大型
化するという問題もある。
【０００６】
　そこで、本発明はこのような従来の問題に鑑み、ポインタを容易に大きく動かすことを
可能とする入力装置及びその入力装置を備えた入力制御装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、所期の目的を達成するための本発明にかかる入力装置は、平面
状の入力面と、該入力面に接触した物体の移動を検出する検出部と、を有する入力部を備
えた入力装置において、前記入力部は、入力装置本体に該入力装置本体に対して前記入力
面に沿った方向に移動可能に設けられ、前記入力部に、前記入力部の底面から突出し、そ
の突出方向先端部を前記入力装置本体に対して固定した歪み伝達部材を設けるとともに、
前記入力装置本体に、前記入力部を前記入力装置本体に対して移動させた際に発生する前
記歪み伝達部材の歪みを検出する歪みセンサと、前記歪みセンサが検出した歪みから前記
物体の押圧方向と押圧力を検出し、前記入力装置本体に対する前記入力部の移動量を検出
する入力部移動検出部とを設けたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる入力装置は、上記入力装置において、前記歪み伝達部材を前記入
力装置本体に支持された弾性体に固定したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、平面状の入力面と入力面に接触した物体の移動を検出する検出部とを
有する入力部が、入力装置本体に対して入力面に沿った方向に移動可能に設けられ、その
移動を検出する入力部移動検出部を備えているので、入力部における通常の操作と、さら
に入力部を入力面に沿った方向に移動させる操作が可能であり、これらの操作を組み合わ
せることにより、ポインタの細かい操作と大きな操作が両方可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】図１は、本発明の実施の形態１の入力装置を模式的に示す側面図である。
【図２】図２は、同上の入力装置を模式的に示す側面図である。
【図３】図３は、同上の入力装置を示す平面図である。
【図４】図４は、同上の入力装置の要部を示す斜視図である。
【図５】図５は、同上の入力装置の要部を示す斜視図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態２の入力装置を示す平面図である。
【図７】図７は、同上の入力装置を示す平面図である。
【図８】図８は、同上の入力装置を示す側面図である。
【図９】図９は、同上の入力装置の動作状態を示す平面図である。
【図１０】図１０は、同上の入力装置の動作状態を示す平面図である。
【図１１】図１１は、同上の入力装置を備えた入力制御装置を示すブロック図である。
【図１２】図１２は、同上の入力制御装置によって表示されるポインタの動作を説明する
ための説明図である。
【図１３】図１３は、同上の入力制御装置によって表示されるポインタの動作を説明する
ための説明図である。
【図１４】図１４は、同上の入力制御装置の入力装置を示す平面図である。
【図１５】図１５は、同上の入力制御装置によって表示されるポインタの動作を説明する
ための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明にかかる入力装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１６】
（実施の形態１）
　図１～図５は、実施の形態１にかかる入力装置を示している。本実施の形態における入
力装置１は、所謂、パッド型のポインティングデバイスであり、ノートパソコン等の携帯
型情報機器に設置されるものである。即ち、この入力装置１によって画面上のポインタを
操作するものである。入力装置１は、入力部２と入力部移動検出部と入力装置本体４とを
有している。入力装置本体４は、入力部２を支持するものであり、入力装置１の外殻を構
成する。
【００１７】
　入力部２は、反力発生部材２ａと、平面状の入力面２ｂと、この入力面２ｂに接触した
物体Ａの移動を検出する検出部２ｃとを備えている。入力部２は、入力装置本体４に対し
て入力面２ｂに沿った方向に移動可能に入力装置本体４に設けられている。入力部２は、
略板状に形成されている。入力部２は、入力面２ｂに指を接触させて滑らせることによっ
て入力を行うものである。本実施の形態１においては、入力部２は、所謂静電容量方式の
ものを使用している。
【００１８】
　検出部２ｃは、略板状に形成されている。検出部２ｃは、所謂静電容量式のタッチセン
サであり、内部には、図示せぬ複数の電極が入力面２ｂに沿って配設され、複数のコンデ
ンサを形成している。検出部２ｃは、入力面２ｂに指等の導電性の物体Ａが接触した際に
変化するコンデンサの容量から物体Ａの入力面２ｂにおける位置、移動量、移動速さ、移
動方向等を検出する。
【００１９】
　反力発生部材２ａは、図１及び図２に示すように、検出部２ｃの上面に、検出部２ｃを
覆うように配設されている。反力発生部材２ａは、操作者の操作に対して反力を発生させ
、操作感を得させしめるためのものである。反力発生部材２ａは、本実施の形態１におい
ては、ゴムシートから構成されている。また、この反力発生部材２ａの上面が、入力面２
ｂとなっている。
【００２０】
　入力部２の入力面２ｂとは反対側（底面側）には、歪み伝達部材１１が配設されている
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。歪み伝達部材１１は柱状に形成され、入力部２の底面から突出するように形成されてい
る。歪み伝達部材１１は、図４に示すように、入力部２の底面の中央部と四隅に配設され
ている。歪み伝達部材１１の突出方向先端部には、弾性板３が固定されている。
【００２１】
　弾性板３は、板状に形成され、その板状面が入力面２ｂに沿うように配設されている。
弾性板３は、図１に示すように、支持部材４ａに四隅を支持させて、弾性変形可能に入力
装置本体４に固定されている。弾性板３は、入力部２が入力面２ｂに沿った方向に移動し
た際に歪み伝達部材１１を介して歪むようになっている。弾性板３は、図４に示すように
、歪み伝達部材１１が弾性板３の四隅部及び中央部に配設された状態となるように入力装
置本体４に設置されている。
【００２２】
　弾性板３には、歪みセンサを構成する歪み検出素子１２が複数設置されている。即ち、
歪みセンサが複数設置されている。歪み検出素子１２は、測定対象に設置され、測定対象
とともに歪む。歪み検出素子１２が歪むと歪み検出素子１２の電気抵抗が変化する。歪み
検出素子１２は、電気抵抗の変化を検出する図示せぬ電子回路に接続されている。この電
気抵抗の変化を歪みとして検出するものが歪みセンサである。
【００２３】
　歪み検出素子１２は、図４に示すように、弾性板３の略中央に配設された歪み伝達部材
１１の周りに略等間隔に前後左右に配設されている。尚、図５に示すように、歪み伝達部
材１１を入力部２の４辺の中央部に配設し、弾性板３の入力部２と対向する面において、
歪み伝達部材１１の根本付近から中央に向けて歪み検出素子１２を配設してもよい。歪み
検出素子１２は、少なくとも２方向に配設されていれば、歪みから、物体Ａの押圧方向を
検出することができる。
【００２４】
　歪みセンサは、歪み検出素子１２と歪み検出素子１２の抵抗の変化を検出する図示せぬ
電子回路とから構成されている。本実施の形態１における入力部移動検出部は、この歪み
センサから構成されている。
【００２５】
　入力部２及び入力部移動検出部は、図示せぬ信号処理部と接続されている。入力部２及
び入力部移動検出部において発生した信号は、信号処理部に送られる。即ち、歪みセンサ
によって検出された歪み信号と、検出部２ｃにおいて検出された物体Ａの位置、移動量、
移動速さ、移動方向等の信号とが信号処理部に送られる。この信号処理部において、複数
の歪みセンサからの信号を合わせて、入力面２ｂがどの方向にどのくらいの大きさで押さ
れたか算出する。信号処理部において、入力部２及び入力部移動検出部の信号が処理され
、操作信号として外部に発信される。操作信号としては、ポインタの移動方向と速度とを
出力する。
【００２６】
　信号処理部は、入力部２の信号を基にポインタの移動方向と速度を算出し操作信号とし
て出力するモードと、入力部２と入力部移動検出部の両信号をもとにポインタの移動方向
と速度を算出し操作信号として出力するモードと、入力部移動検出部の信号をもとにポイ
ンタの移動方向と速度とを算出し操作信号として出力するモードと、の少なくとも３つの
モードを設定することができる。
【００２７】
　入力部２は、操作者が入力面２ｂを所定の方向に押圧した際には、例えば、図１から図
２に示す状態に、微小ではあるが入力面２ｂに沿った方向に移動する。従って、歪み伝達
部材１１もその方向に歪む。更に、その歪みが弾性板３に伝達される。この弾性板３の歪
みを歪み検出素子１２で検出する。
【００２８】
　上述のように構成される入力装置１は、ノートパソコンの本体やキーボードに固定され
る。また、入力装置１の信号処理部は、情報機器の制御部と接続される。入力装置１は、
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操作者が指などの物体Ａを入力面２ｂに接触させて操作を行うものである。入力部２は、
通常のタッチパッドと同様に、物体Ａを接触させ、入力面２ｂ上を滑らせることにより、
入力を行うことができる。また、入力部２の入力面２ｂを任意の方向に押圧することによ
る入力を行うことができる。従って、この入力装置１は、１つの入力装置によって２つの
異なる信号を発生させることができる。入力部２と入力部移動検出部とから発生する２つ
の信号をもとに操作信号としてポインタの移動方向と移動速度とを出力することができる
ので、従来のタッチパッドと比較して、特に移動速度において多彩な操作信号として出力
することができる。
【００２９】
　例えば、入力部２と入力部移動検出部の信号をもとにポインタの移動方向と速度を算出
し操作信号として出力するモードの場合、入力面２ｂを押圧しながら滑らせた際には、ポ
インタを速く移動させる出力をし、入力面２ｂを滑らせるだけの操作の場合は、ポインタ
を遅く移動させる出力をするということができる。このようにすることにより、入力面２
ｂ上において指を何度も滑らせる操作をしなくとも、画面上のポインタを大きく動かすこ
とができる。従って、操作性を向上させることができる。このような場合、入力面２ｂが
大きくなくとも、十分な入力を行うことができるので、入力装置１を小型化することがで
きる。また、入力面２ｂを入力面２ｂと垂直に押圧した際には、別の操作信号を発信する
こともできる。
【００３０】
　尚、本実施の形態１においては、弾性板３に歪み検出素子１２を設置し、弾性板３の歪
みを歪み検出素子１２によって検出するようにしているが、歪み伝達部材１１に歪み検出
素子１２を設置して歪み伝達部材１１の歪みを検出するようにしてもよい。また、本実施
の形態１においては、歪み伝達部材１１が複数設けられているが、１つでもよい。本実施
の形態１においては、歪み検出素子１２は、４箇所設置されているが、歪み検出素子１２
は、最低２箇所互いに異なる向きに設置されていればよい。本実施の形態１においては、
弾性板３は、矩形状に形成されているが、歪み伝達部材１１を中心に少なくとも２方向に
延在する部分があれば、どのような形状でもよい。
【００３１】
　尚、本実施の形態１においては、歪みセンサは、電気抵抗の変化を検出する歪み検出素
子１２を使用しているが、測定対象に力が作用して測定対象が歪んだ際に、その歪みを検
出し、どの方向にどのくらいの大きさの力が作用したのかを検出する種々のセンサを使用
することができる。
【００３２】
　本実施の形態１においては、入力部２は、静電容量式であるが、操作者の指等である物
体Ａを入力面２ｂに接触させて操作を行った際に、物体Ａの入力面２ｂにおける位置、移
動量、移動速さ、移動方向等を検出する接触型の入力部であればよい。尚、本実施の形態
１における入力部２は、反力発生部材２ａを備えているが、反力発生部材２ａがなくとも
よい。即ち、検出部２ｃの上面を入力面２ｂとしてよい。
【００３３】
　また、本実施の形態１においては、操作信号としてポインタの移動方向と移動速度とを
出力しているが、ポインタの移動距離も出力するようにしてもよい。即ち、一定時間内に
物体Ａが入力面上を移動した距離に基づいてポインタの移動距離を算出し、操作信号とし
て出力するようにしてもよい。操作信号として、ポインタを移動させるために必要な情報
を出力すればよい。
【００３４】
（実施の形態２）
　図６～図１０は、実施の形態２にかかる入力装置を示している。本実施の形態における
入力装置２１は、所謂、パッド型のポインティングデバイスであり、ノートパソコン等の
携帯型情報機器に設置されるものである。即ち、この入力装置２１によって画面上のポイ
ンタを操作するものである。入力装置２１は、入力部２２と入力部移動検出部４１と入力
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装置本体２４とを有している。入力装置本体２４は、入力部２２を支持するものである。
入力装置本体２４は、略板状に形成されている。
【００３５】
　入力部２２は、平面状の入力面２２ｂと、この入力面２２ｂに接触した物体Ａの移動を
検出する検出部２２ａとを備えている。入力部２２は、入力装置本体２４に対して入力面
２２ｂに沿った方向に移動可能に入力装置本体２４に設けられている。入力部２２は、略
板状に形成されている。入力部２２は、入力面２２ｂに指を接触させて滑らせることによ
って入力を行うものである。本実施の形態２においては、入力部２２は、所謂静電容量方
式のものを使用している。
【００３６】
　検出部２２ａは、略板状に形成されている。検出部２２ａは、所謂静電容量式のタッチ
センサであり、内部には、図示せぬ複数の電極が入力面２２ｂに沿って配設され、複数の
コンデンサを形成している。検出部２２ａは、入力面２２ｂに指等の導電性の物体Ａが接
触した際に変化するコンデンサの容量から物体Ａの入力面２２ｂにおける位置、移動量、
移動速さ、移動方向等を検出する。検出部２２ａの上面が、入力面２２ｂとなっている。
【００３７】
　入力部２２の入力面２２ｂとは反対側（底面側）には、スライド機構２５が配設されて
いる。入力部２２は、図８に示すように、スライド機構２５を介して入力装置本体２４と
対向するように設置されている。
【００３８】
　スライド機構２５は、相互にスライド移動可能に組み合わされた一対の部材を有してお
り、一方の部材を検出部２２ａに固定し、他方の部材を入力装置本体２４に固定すること
により、入力部２２を入力装置本体２４に対してスライド移動可能に配設しているもので
ある。スライド機構２５は、バネ等を使用した既存の構造のものでよい。
【００３９】
　入力部２２は、スライド機構２５によって、入力面２２ｂに沿った方向であって、中心
から８方向にスライド移動可能に配設されている。入力装置本体２４には、図７に示すよ
うに、スライド機構２５の周囲であって入力部２２がスライド移動可能な方向にそれぞれ
スイッチ２３が配設されている。本実施の形態２における入力部移動検出部４１は、この
スイッチ２３によって構成されている。
【００４０】
　スイッチ２３は、クリック感のあるプッシュ式のスイッチである。本実施の形態２にお
いては、所謂メタルドーム式のタクタイルスイッチを使用している。スイッチ２３は、ス
イッチ部を押圧することにより、スイッチがＯＮされるものである。スイッチ２３は、ス
イッチ部が、スライド機構２５の側面と対向するように配設されている。即ち、スライド
機構２５の入力部２に固定されている部分は、略円筒形状に形成されており、入力部２２
をスライド移動させた際には、スライド機構２５の円筒形の側面がスイッチ２３に当接す
ることにより、スイッチ２３のスイッチが入る、即ちスイッチが起動される。
【００４１】
　入力部２２及び入力部移動検出部４１は、信号処理部４２と接続されている。入力部２
２及び入力部移動検出部４１において発生した信号は、信号処理部４２に送られる。入力
部２２からは、物体Ａの入力面２ｂにおける位置、移動量、移動速さ、移動方向等の信号
が信号処理部４２に送られる。入力部移動検出部４１からは、各スイッチ２３の起動信号
が送られてくる。そして、信号処理部４２において、入力部２２及び入力部移動検出部４
１の信号が処理され操作信号として外部に発信される。操作信号としては、ポインタの移
動方向と速度とを出力する。また、入力移動検出部４１から送られてきたスイッチ２３の
起動信号は、入力されたスイッチ２３の位置に対応するポインタの移動方向として出力さ
れる。入力装置２１は、この信号処理部４２を介して、入力装置２１が設置される情報機
器の制御部と接続される。
【００４２】
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　信号処理部４２は、入力部２２の信号を基にポインタの移動方向と速度を算出し操作信
号として出力するモードと、入力部２２と入力部移動検出部４１の信号をもとにポインタ
の移動方向と速度を算出し操作信号として出力するモードと、入力部移動検出部４１の信
号をもとにポインタの移動方向と速度を設定し操作信号として出力するモードと、の少な
くとも３つのモードを設定することができる。
【００４３】
　上述のように構成される入力装置２１は、ノートパソコンの本体やキーボードに固定さ
れる。また、入力装置２１の信号処理部４２は、情報機器の制御部と接続される。入力装
置２１は、操作者が指などの物体Ａを入力面２２ｂに接触させて操作を行うものである。
入力部２２は、通常のタッチパッドと同様に、物体Ａを接触させ、入力面２２ｂ上を滑ら
せることにより、入力を行うことができる。また、図９及び図１０に示すように、入力部
２２を入力面２２ｂに沿ってスライド移動させることにより、入力を行うことができる。
入力部２２をスライド移動させた際には、クリック感が生じ、操作者に操作したことが感
じられるようになっている。このように、入力装置２１は、１つの入力装置によって２つ
の異なる操作信号を発生させることができる。
【００４４】
　例えば、入力部２２をスライド移動させた際の操作信号として発信するカーソルの移動
速度を入力面２２ｂのタッチ操作時に発信するカーソルの移動速度より大きくすることに
より、入力面２２ｂ上を物体Ａを滑らせることによる操作時は、カーソルを細かく動かす
ことができ、入力部２２をスライドさせた際には、カーソルを大きく動かすことができる
。従って、操作性を向上させることができる。特に、スイッチ２３が押されてＯＮ状態と
なった際には、その方向の画面上におけるオブジェクトにカーソルが移動するとよい。こ
のようにすることにより、更に操作性を向上させることができる。また、カーソルを大き
く移動させる際には、入力部２２をスライド移動させればよいので、入力面２２ｂが大き
い必要がなく、入力面２２ｂを小さくすることができ、入力装置２１を小型化することが
できる。
【００４５】
　尚、本実施の形態２においては、入力部２２は、静電容量式であるが、操作者の指等で
ある物体Ａを入力面２２ｂに接触させて操作を行った際に、物体Ａの入力面２２ｂにおけ
る位置、移動量、移動速さ、移動方向等を検出する接触型の入力部であればよい。また、
本実施の形態２においては、スイッチ２３は、タクタイルスイッチであるが、入力部２２
を所定の方向にスライドした際に、入力されるスイッチであればよい。
【００４６】
（実施の形態３）
　ここで、上述の入力装置を使用した入力制御装置について説明する。この入力制御装置
は、ノートパソコン等の情報処理機器に使用されるものである。入力装置としては、実施
の形態１における入力装置１でも、実施の形態２における入力装置２１でもよいが、本実
施の形態３においては、入力装置２１を使用した場合について説明する。
【００４７】
　入力制御装置５１は、図１１に示すように、入力装置２１と、制御部５２とを有してい
る。制御部５２は、ポインタ表示制御手段６１と、アイコン表示制御手段６２と、アイコ
ン判別手段６３と、を有している。
【００４８】
　ポインタ表示制御手段６１は、予め設定されているポインタ３２の初期位置（座標）を
読み込んで、この初期位置をポインタ表示位置として、ポインタ３２を表示装置７１の画
面上に表示させる。ポインタ３２は、矢印の画像として表示される。ポインタ表示制御手
段６１は、ポインタ３２の矢印の頂点がポインタ表示位置となるように表示する。ポイン
タ表示制御手段６１は、ポインタ表示位置（座標）をポインタ基準位置（座標）として保
持する。
【００４９】
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　ポインタ表示制御手段６１は、入力装置２１の操作信号に基づいてポインタ３２を表示
装置７１の画面３１において移動表示させる。即ち、ポインタ表示制御手段６１は、入力
装置２１から移動方向と移動速度が入力されると、保持しているポインタ基準位置と、入
力された移動方向と移動速度と、からポインタ表示位置を算出し、ポインタ基準位置から
ポインタ表示位置までポインタを移動表示する。ポインタ表示位置は、ポインタ基準位置
から、入力された移動方向に入力された移動速度で所定の単位時間移動した位置として算
出する。ポインタ表示制御手段６１は、ポインタを移動する毎に、ポインタ基準位置を最
新のポインタ表示位置に更新する。
【００５０】
　このようにして、例えば、図１４に示すように、ある軌跡Ｌを描くように入力面２２ｂ
上を指で滑らせる操作を行うと、表示装置７１の画面３１においては、図１５に示すよう
に画面３１の大きさに合わせて拡大した軌跡Ｌを描く。
【００５１】
　アイコン表示制御手段６２は、予め設定されているアイコン３３の位置（座標）を読み
込んで、この位置がアイコン３３の中心となるようにアイコン３３を表示装置７１の画面
３１上に表示させる。また、アイコン表示制御手段６２は、読み込んだアイコン３３の位
置をアイコン位置として保持する。アイコン３３の表示領域は、アイコン３３の表示画像
よりもやや大きめの略矩形状に形成されている。
【００５２】
　アイコン判別手段６３は、入力装置２１からジャンピング信号が入力された場合、後述
する移動先アイコンの存在の有無を判別する。本実施の形態において、ジャンピング信号
は、入力部移動検出部によって検出された入力部の移動に対応するポインタの移動方向の
信号である。即ち、移動速度と移動方向とから構成されている操作信号において、速度が
ゼロの場合である。換言すれば、ポインタの移動方向のみが入力された場合である。
【００５３】
　アイコン判別手段６３は、ジャンピング信号が入力された時点での、ポインタ基準位置
と、アイコン位置とをポインタ表示制御手段６１とアイコン表示制御手段６２とから取得
する。アイコン判別手段６３は、ポインタ基準位置から入力されたポインタの移動方向に
直線を延伸させた場合に、この直線とアイコン３３の表示領域が交差するアイコン３３が
あるかどうかを判別する。換言すると、ポインタ基準位置から、入力されたポインタの移
動方向にポインタを移動させた場合に最初に交差するアイコン３３があるかどうかを判別
する。アイコン判別手段６３は、そのようなアイコン３３が複数ある場合は、そのアイコ
ン３３の中でも、最も手前のアイコン３３を決定する。この決定されたアイコン３３が移
動先アイコンである。
【００５４】
　アイコン判別手段６３は、判別結果として、移動先アイコンの位置（座標）の近傍の位
置（座標）をポインタ表示位置としてポインタ表示制御手段６１に出力する。その結果、
ポインタ３２は、ポインタ表示制御手段６１によって、移動先アイコン近傍に表示される
。また、アイコン判別手段６３は、移動先アイコンが存在しない場合は、ポインタ基準位
置から、入力されたポインタの移動方向に直線を延伸させて突き当たる画面３１端近傍の
座標をポインタ表示位置としてポインタ表示制御手段６１に出力する。その結果、ポイン
タ３２は、ポインタ表示制御手段６１によって、画面３１端近傍に表示される。
【００５５】
　例えば、ポインタ３２が、表示装置７１の画面３１において図１２に示す位置にあった
場合に、図１０に示すように、入力部２２をスライド移動させる。そうすると、入力部２
２のスライド方向に配設されているスイッチ２３が起動され、信号処理部４２を介してジ
ャンピング信号がアイコン判別手段６３に入力される。その結果、アイコン判別手段６３
とポインタ表示制御手段６１によって、ポインタ３２が図１３に示すように、アイコン３
３の近傍の位置に移動する。
【００５６】
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　上述のように構成される表示制御装置５１は、入力部２２によって、通常のポインタの
操作が可能であると同時に、図１２に示すように、ポインタ３２とアイコン３３が大きく
離れている場合において、入力部２２を移動させることにより、スイッチ２３を起動させ
て、入力部２２の移動方向に対応する画面３１上のポインタの移動方向に存在するアイコ
ン３３に素早くポインタを移動させることができる。このようにワンタッチでポインタ３
２をアイコン３３上に移動させることができるので、操作性が向上される。
【符号の説明】
【００５７】
Ａ　　　物体
１　　　入力装置
２　　　入力部
２ａ　　反力発生部材
２ｂ　　入力面
２ｃ　　検出部
３　　　弾性板
４ａ　　支持部材
４　　　入力装置本体
１１　　歪み伝達部材
１２　　歪み検出素子
２１　　入力装置
２２ａ　検出部
２２　　入力部
２２ｂ　入力面
２３　　スイッチ
２４　　入力装置本体
２５　　スライド機構
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